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１ 募集人員等 

学   科 募集人員 募集年次 出 願 上 の 注 意 

数 学 科 ９ 

３ 年 次 

(1) 出願学科は１学科のみとします。 

(2) 募集人員には推薦入試を含みます。 物 理 学 科 ８ 

化 学 科 ５ 

生 物 学 科 ５ 

地球科学科 ３ 

２ 出願資格 

 (1) 一般入試 

次のいずれかに該当する者又は２０２７年３月までに該当する見込みの者 

① 大学を卒業した者（外国の大学を卒業した者及び外国の大学の課程を有するものとして当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）を含む。） 

② 短期大学を卒業した者（外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定

するものの当該課程を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）を含む。） 

③ 高等専門学校を卒業した者 

④ 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程（修業

年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修了し

た者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。） 

⑤ 学校教育法第１３２条に規定する専修学校の専門課程を修了した者 

注：学校教育法第１３２条に規定する専修学校の専門課程とは、修業年限２年以上で、 

かつ、修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上の専門課程のことです。 

⑥ 国内の同一の大学に２年以上在学し（休学期間を除く）６２単位以上修得した者 

 

(2) 推薦入試 

次の①～③のすべてに該当する者 

①  高等専門学校を２０２７年３月に卒業見込みの者（ただし、高等専門学校へ編入学した者を除

く。） 

② 高等専門学校の学業成績が優秀で、学校長が人物、能力、素質、適性等について責任をもって

推薦できる者 

③ 合格した場合、入学を確約できる者 

※ 同一の高等専門学校から、複数人の推薦を可とします。 

３ 障がい等のある方の出願 

障がい等のある入学志願者は、受験上及び修学上特別な配慮を必要とすることがありますので、

出願に先立ち、次により相談してください。 

相談結果の通知及び特別な配慮に基づく必要な措置を講ずるための所要時間を考慮し、少しでも

早く相談してください。  
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相談締切期限 ２０２６年 ５月１８日（月） 

相 談 方 法       
「出願に伴う事前相談書」を請求し、医師の診断書、障害者手帳の 

写し（交付されている方のみ）を添えて相談してください。 

請 求 先       

相 談 先       

〒700-8530 岡山市北区津島中三丁目１番１号 

岡山大学理学部事務室 教務学生担当 

電話（086）251－7778 

４ 出願手続 

 (1) 出願方法 

入学志願者は、「入学検定料支払の流れ」（10～12ページ）を参照し、入学検定料支払いサイト

（https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn）により入学検定料決済を行ってください。その後、

次の(5)の「出願に必要な書類等」を「出願書類提出用封筒宛名」を貼り付けた封筒（市販の角形

２号）に入れ、出願期間内に必着するよう「書留・速達」として郵送してください。 

なお、「出願に必要な書類等」の一部及び「出願書類提出用封筒宛名」は、本学理学部ホームペ

ージ（以下、理学部ＨＰ）によりダウンロードする必要があります。 

その他、出願に使用する封筒は各自でご用意ください。 

理学部ＨＰ【ＵＲＬ】https://www.science.okayama-u.ac.jp/ 

 (2) 出願期間 

２０２６年 ６月１日（月）～ ６月９日（火） 

出願の方法は郵送とし、２０２６年６月９日（火）１７時までに必着とします。これ以降に到着

したものは、２０２６年６月８日（月）までの消印のあるものに限り受理します。郵便事情等を十

分考慮の上、余裕をもって発送してください。また、発送時に到着日時を必ず確認しておいてくだ

さい。ただし、２０２６年６月９日（火）に限り、９時００分から１７時００分まで次の(3)の提

出先への持参による出願を認めます。 

 (3) 提 出 先 

  〒700-8530 岡山市北区津島中三丁目１番１号 

        岡山大学理学部事務室 教務学生担当 

        電話 （086）251－7778 

 (4) 出願上の注意 

① 出願後の出願書類等の記載内容についての変更は認められません。 

② 出願書類受理後は、いかなる理由があっても返却しません。 

③ 出願書類に不備があるもの及び入学検定料に不足のあるものは受理しません。 

④ 出願書類等に虚偽の記載があった場合は、入学後においても入学が取り消されることがありま

すので注意してください。 

 

https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn
https://www.science.okayama-u.ac.jp/
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⑤ 改姓（名）前の証明書を使用する場合の提出書類について、編入学願書に記載した氏名と異な

る旧姓（名）の記載された証明書も使用できますが、その場合は、改姓（名）の日付と新旧姓

（名）を入学志願者本人が記入した文書（様式は任意です。）を添付してください。 

 

 (5)  出願に必要な書類等 

※様式１～５は本学所定の様式にて提出してください。 

出願に必要な書類等 摘        要 

① 
編入学願書（様式１）、

受験票・写真票 

理学部ＨＰ掲載の様式１の用紙に、入学志願者本人が必要事項を

記入してください。なお、「合格通知等受信場所」欄については、

現住所と異なる場合のみ記入してください。 

※印刷をする際は、片面で印刷してください。 

【ＵＲＬ】https://www.science.okayama-u.ac.jp/ 

② 写 真（２枚） 

縦４㎝×横３㎝、上半身、無帽、正面向きで出願前３か月以内に

撮影した写真２枚を、「編入学願書」及び「写真票」の所定欄にの

りで貼り付けてください。（貼る前に、写真の裏面に志望学科名と

氏名を記入してください。） 

③ 入学検定料 

30,000円 （振込手数料が別に必要です。） 

 

2026年5月1日以降、入学検定料支払サイトより入学検定料決済

を行ってください。 

入学検定料30,000円の支払い方法は、コンビニエンスストア、

クレジットカード、ネットバンキング、ペイジー対応銀行ATMのい

ずれかでお支払いください。（振込手数料が別途必要です。）入

学検定料の支払後にダウンロードできる書類を印刷した後、「入

学検定料支払証明書」の部分を点線で切り取り、「受験票・写真

票・入学検定料支払証明書貼付票」の所定欄に貼り付けてくださ

い。 

【入学検定料支払サイト】 

https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn 

 

※入学検定料の支払方法に関する詳細は、「入学検定料支払の流

れ」（10～12ページ）をご確認ください。 

 

 入学検定料の返還について  

次の場合を除き、いかなる理由があっても振込済みの入学検定料

は返還しません。 

ア 入学検定料を振り込んだが出願しなかった（出願書類等を提

出しなかった又は出願が受理されなかった）場合 

イ  入学検定料を誤って二重に振り込んだ場合 

ウ 下記入学検定料の免除に該当する者が、出願期間内に証明書 

等の取得が困難なため、入学検定料を支払い、所定の出願手続 

きを行った場合 

https://www.science.okayama-u.ac.jp/
https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn
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 入学検定料の免除について  

 2025年4月以降に災害救助法の適用を受けた災害により被災した

方の経済的負担を軽減し、進学機会の確保を図るために、入学検

定料免除の措置を講じます。 

詳細については、理学部事務室教務学生担当にお問い合わせく

ださい。 

④ 成績証明書 

最終出身（在学）学校等の長が作成し、厳封したもの（最終出身

（在学）学校等が書類を封筒に入れて糊付けし、緘印を押したも

の）を提出してください。 

⑤ 
推薦書（様式２） 

※該当者のみ 

（推薦入試による入学志願者のみ） 

理学部ＨＰ掲載の様式２の用紙に、在学する高等専門学校長が作

成し、厳封したもの（最終出身（在学）学校等が書類を封筒に入れ

て糊付けし、緘印を押したもの）を提出してください。 

⑥ 
卒業（見込）証明書 

※該当者のみ 

推薦入試の入学志願者全員、並びに一般入試の入学志願者のうち

出願資格①②③に該当する者は、最終出身（在学）学校等の長が作

成し、厳封したもの（最終出身（在学）学校等が書類を封筒に入れ

て糊付けし、緘印を押したもの）を提出してください。 

⑦ 

出願資格を確認できる

証明書 

（様式３、様式４ 

又は様式５） 

※該当者のみ 

一般入試の入学志願者のうち出願資格④に該当する者は、高等学

校等が発行する証明書（理学部ＨＰ掲載の様式３）を提出してくだ

さい。 

一般入試の入学志願者のうち出願資格⑤に該当する者は、専修学

校が発行する証明書（理学部ＨＰ掲載の様式４）を提出してくださ

い。 

一般入試の入学志願者のうち出願資格⑥に該当する者は、在学期

間等証明書（理学部ＨＰ掲載の様式５）を提出してください。 

⑧ 受験票送付用封筒 

 「受験票送付用封筒宛名」を貼り付けた市販の封筒（長形３号）

に、入学志願者本人の住所、氏名及び郵便番号を明記し、４１０円

分の切手を貼り付けてください。 
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⑨ 

英語能力試験の 

成績証明書 

※生物学科受験者のみ 

試験日の２年前から出願までの間に受験した下記のいずれかの英

語能力試験の成績証明書の原本を提出してください。確認後、お返

しします。 

・TOEIC®（公開テスト） 

・TOEIC® L&R（公開テスト） 

・TOEIC®-IP 

・TOEIC® L&R IP 

  団体特別受験制度（カレッジTOEIC®もこれに含まれます。）

で受験した場合（写真票等による本人確認が実施されているこ

と。）はScore Sheetの原本を提出してください。 

・TOEFL-iBT® 

・TOEFL-ITP®（ペーパー版） 

なお、上記の英語能力試験科目の複数を受験し、複数の成績証明

書を提出した場合は、有利なものを採用します。原本の提出が難し

い場合であって、デジタル公式認定証（QR付き）の提出が可能な場

合は、デジタル公式認定証を印刷したものの提出も認めます。 

(6) 個人情報の利用目的 

出願書類等及びこれに記載・貼付されている個人情報並びに入学試験成績の個人情報は、入学者
選抜に関する業務に使用します。 
なお、これらの個人情報は、入学者選抜及び大学教育の改善のための調査・研究の資料としても

利用します。ただし、調査・研究結果の発表に際しては、個人が特定できないように処理します。 
また、次の個人情報は、入学者選抜以外の業務、システム等でも利用します。 
・ 入学者のみ、氏名、生年月日、性別、出願資格、入学学部･学科等の個人情報を、本学の学務

システムで利用します。なお、入学者のうち、入学料徴収猶予申請書、授業料免除申請者につ
いては、入学試験成績の個人情報をそれぞれの学力判定処理に利用することがあります。 

・ 合格者のみ、氏名、生年月日、性別の個人情報を、本学の授業料債権管理システム及び授業

料免除事務システムで利用します。 
 

５ 受験票の交付 

(1) 受験票は、２０２６年６月１２日（金）頃に、入学志願者本人あてに発送します。 

なお、２０２６年６月１９日（金）までに到着しない場合は、次の連絡先に連絡してください。 

 

  岡山大学理学部事務室 教務学生担当 【電話（086）251－7778 】 

 

(2) 受験票は、試験当日及び入学手続の際に必要となりますので、試験後も大切に保管しておいて

ください。 
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６ 入学者選抜方法等 

 (1) 試験科目及び配点 

  ① 一般入試 

学 科 試 験 科 目 内 容 等 配 点 

数  学  科 

筆記 
試験 

専門科目 
（数学） 

微積分及び線形代数について、基礎的な理解及び論理的
思考力を問う問題を出題します。 

200点 

300点 

面 接 
（口述試験を含む） 

志望理由の他に、数学に対する意欲や基礎知識を問う質
問を行います。筆記試験の内容及び英語能力を問うこと
もあります。 

100点 

物 理 学 科 
面 接 
（口述試験を含む） 

物理及び英語に関する基礎知識の口述試験を含み、科学
的思考力、表現力、学習意欲及び適性を総合的に評価し
ます。 

100点 

化  学  科 
面 接 
（口述試験を含む） 

化学及び英語に関する基礎知識についての口述試験を行
い、勉学意欲、学習能力及び適性を総合的に評価しま
す。 

100点 

生 物 学 科 

外国語科目（英語） 

英語能力試験の成績証明書により評価します。 

詳細は「４ 出願手続き（５）出願に必要な書類等⑨」

（４ページ）を参照してください。 

100点 

300点 

面 接 
（口述試験を含む） 

生物学に関する基礎学力についての口述試験を行い、勉
学意欲、学習能力、適性を総合的に評価します。口述試
験には英語に関するものが含まれる場合があります。 

200点 

地球科学科 
面 接 
（口述試験を含む） 

地球科学の基礎となる分野（物理、化学の中から選択）
と数学及び英語に関する基礎学力についての口述試験を
行い、また、勉学意欲、学習能力、地球科学を学ぶため
の適性を総合的に評価します。 

100点 

      ※ 面接の評価には、書類審査が含まれます。 

② 推薦入試 

学 科 試 験 科 目 内 容 等 評 価 

数  学  科 

面 接 
（口述試験を含む） 

志望理由の他に、数学に対する意欲や基礎知識を問う質
問を行います。また、英語能力を問うこともあります。 

書類審査及 

び面接によ 

り、総合的 

に合否を判 

定します。 

物 理 学 科  
物理及び英語に関する基礎知識の口述試験を含み、科学
的思考力、表現力、学習意欲及び適性を総合的に評価し
ます。 

化  学  科 
化学及び英語に関する基礎知識についての口述試験を行
い、勉学意欲、学習能力及び適性を総合的に評価しま
す。 

生 物 学 科  
生物学に関する基礎学力についての口述試験を行い、勉
学意欲、学習能力、適性を総合的に評価します。口述試
験には英語に関するものが含まれる場合があります。 

地球科学科 

地球科学の基礎となる分野（物理、化学の中から選択）
と数学及び英語に関する基礎学力についての口述試験を
行い、また、勉学意欲、学習能力、地球科学を学ぶため
の適性を総合的に評価します。 
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(2)  試験日程 

  ① 一般入試 

試  験  日 試 験 科 目 試 験 時 間 

 

 

２０２６年 ７月４日（土） 

（数学科） 

筆記 

試験 
専門科目（数学） ９時００分～１１時３０分 

面 接（口述試験を含む） １３時３０分～ 

２０２６年 ７月４日（土） 

（物理学科、化学科、 

生物学科、地球科学科） 

面 接（口述試験を含む） ９時００分～ 

※ 定められた試験科目を１科目でも受験しない場合は、失格とします。 

 

 

② 推薦入試 

試  験  日 試 験 科 目 試 験 時 間 

２０２６年 ７月４日（土） 

（全学科） 
面 接（口述試験を含む） ９時００分～ 

 

  ●試験に関する重要なお知らせが生じた場合（災害の発生や大規模な感染症の流行を含む。）は、

下記ＨＰにより周知を行いますので、必ず確認してください。   

https://www.science.okayama-u.ac.jp/ 

 

(3) 試験会場 

岡山大学理学部本館 【岡山市北区津島中三丁目１番１号】 

 

<試験会場への経路> 

① ＪＲ岡山駅運動公園口（西口）バスターミナル２２番のりばから岡電バス【４７】系統「岡

山理科大学」行きに乗車、「岡大西門」で下車（バス所要時間約１０分）。 

② ＪＲ岡山駅後楽園口（東口）バスターミナル７番のりばから岡電バス【１６】系統「津高台

･半田山ハイツ」行き、【２６】系統「国立病院」行き、【３６】系統「辛香口」行き、

【８６】系統「免許センター」行きのいずれかに乗車、「岡山大学筋」で下車、徒歩約７分

（バス所要時間約１０分）。 

③ ＪＲ津山線「法界院駅」で下車、徒歩約１０分。 

※ 記載のバス所要時間は、通常の交通状況での見込み時間です。 

 

https://www.science.okayama-u.ac.jp/
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７ 合格者発表及び入学意思確認書等の提出 

 (1) 合格者の発表は、次表のとおり行います。 

日      時 

２０２６年 ７月２７日（月）１０時００分の予定 

①  理学部HPに合格者の受験番号を掲載し、同日付けで合格者に合格通知書及び入学意思確認書

等を郵送します。 

ホームページへの掲載期間は、２０２６年８月３日（月）までとします。 

（https://www.science.okayama-u.ac.jp/） 

 

② 推薦入試については、出身学校長にも合否の結果を通知します。 

 

③電話等による合否の問い合わせには一切応じられません。 

 

(2) 入学意思確認書等の提出期限の２０２６年９月２日（水）までに入学意思のある者が募集人員に

満たなかった場合は、追加合格該当者から欠員を補充します。 

追加合格該当者には、２０２６年９月３日（木）から９月４日（金）までの間に、理学部から電

話により、編入学願書に記載した合格通知等受信場所に連絡します。 

 

８ 入学手続 

 (1) 入学手続方法 

    入学する意思を確認した者に対して、「入学案内」を郵送します。 

 (2) 入学手続期間 

       ２０２６年１１月下旬 （具体的な日程は、入学する意思を確認した者に対して改めて通知 

します。） 

 

９ その他 

 (1) 入学料及び授業料 

    入 学 料  282,000円〔予定額〕 

    授 業 料  267,900円（年額 535,800円）〔予定額〕 

※入学時及び在学中に改定が行われた場合には、改定時から新たな金額が適用されます。 

 (2) 修学援助 

    修学援助の一環として、入学料免除・徴収猶予、授業料免除及び奨学金の制度があります。 

(3) 編入学の時期 

① 編入学の時期は、２０２７年４月です。 

② 修業年限は２年です。ただし、第３年次終了時までに本学部で定める所定の単位を修得しなか

った場合は、３年以上必要となります。なお、最長在学年数は４年とします。 

https://www.science.okayama-u.ac.jp/
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(4) 既修得単位の認定 

編入学生が出身学校において修得した単位については、本学部の教育課程及び授業科目に照ら

し、書類審査、面接等による単位認定審査を行い、既に十分な学修成果を得ていると評価される

場合は、本学部の単位を修得したものとして認定します。 

本学部の卒業要件単位数はいずれの学科も１２４単位であり、第３年次編入学生の既修得単位

の認定の目安は下表のとおりです。 

ただし、入学前の出身学校における専攻分野や単位修得した授業科目の内容等によっては、認

定単位数が以下の目安よりも少なくなることがあり、場合によっては２年間での卒業が困難な場

合もあります。 

 

科 目 区 分 認定単位数の目安 

全学共通科目 最大認定単位数 １１単位（卒業要件全単位） 

 

英語科目 

 

最大認定単位数 ８単位（卒業要件９単位） 

専門教育科目 

全学交流科目 最大認定単位数 ４単位（卒業要件全単位） 

専門基礎科目 最大認定単位数 １８単位（卒業要件全単位） 

専 門 科 目 ４０単位程度まで 

 

なお、既修得単位の認定には、講義概要（シラバス）、学生便覧等といった、出身学校のカリ

キュラムや授業内容についての資料の提出が必要になりますので、あらかじめ準備しておいてく

ださい。 

※理学部各学科の開講科目の詳細は、岡山大学ホームページで確認することができます。 

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/binranindex.html 

      岡山大学 → 教育・学生生活・就職 → 大学におけるルール 

 → 学生便覧（学部規程・履修細則等） 

       （２０２５年度の理学部学生便覧の内容を参照してください。） 

 

(5) 教育職員免許状の取得について 

教育職員免許状の取得を希望する場合、第３年次に入学後２年間で所要の単位を修得できない

ことがありますが、その場合は、本学大学院への進学又は本学部卒業後に、本学部又は本学教育

学部の科目等履修生として、所要の単位を修得することも可能です。 

また、高等専門学校を卒業した者については、教育職員免許状の取得に必要な「教科に関する

専門的事項に関する科目」として認定される既修得単位は、１０単位を上限とし、第４学年及び

第５学年で修得した科目に限られています。（教育職員免許法施行規則第66条の７） 

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/life/binranindex.html








 

 

理学部 教育の方針 

教育の基本的目標 

理学部は、数学、物理学、化学、生物学、地球科学の各分野でなされる最先端の研究を基盤とした

教育を通し、学生が自然科学の専門知識と技能、考え方を修得し、それらを生かして“知の創成”に

主体的に参画し得る専門力と探究力を身に付けることを目指します。また、探究活動における学生同

士や教職員との密接な対話や議論を通して相互理解を深めるコミュニケーション力を高め、さらには

主体的な学習姿勢、創造的思考、分析能力、豊かな人間性などの教養力を醸成します。これらの能力

を活かして、科学的な知識と考え方で課題解決に取組み、国内外の幅広い分野において中核的に活躍

し得る総合的能力と人格、すなわち実践力を備えた人材の育成を目標とした教育を行います。 

 

養成する人材像 

教育の基本的目標に基づき、実践力・探究力・コミュニケーション力・専門力・教養力を備え、科

学的な知識と考え方で新たな価値創造と世界の革新に貢献できる「主体的に変容し続ける先駆者」

を養成します。 

 

身につけた自然科学の知と科学的な探究力を活かして、自ら学び自ら行動する実践者 

 

以下の、５つの力を持つ人材を養成します。 

〇自ら進んで、課題解決に挑む実践力 

〇自ら問うて、課題を見出す探究力 

〇語り聴くことを通して、差異から学ぶコミュニケーション力 

〇基礎的かつ体系的な専門力 

〇自然や社会に関心を持ち、学びを習慣化する力（教養力） 

 

これを踏まえ各学科が具体的に掲げる「養成する人材像」は以下の通りです。 

 

数学科：現代数学の成り立ちを踏まえた高度な思考能力を身につけ、将来大学院へ進学して学問の

進歩に貢献できる人材、教員となり数学の考え方を生徒に伝える人材、企業や公官庁等で活躍

できる人材 

物理学科：物理学の基本概念と方法論を修得することにより、科学の発展に寄与し、社会に貢献で

きる人材 

化学科：あらゆる物質を対象とし、その物性、構造、反応についての実験と理論に関する教育を通

じて、広い視野と高い研究能力を身につけ、専門知識を生かして新しい分野に積極的に挑戦で

きる研究者、並びに、教育など社会の諸分野で活躍できる人材 

生物学科：現代生物学の基礎知識と生命現象を多様な視点から解析する能力を身につけ、その知識

と能力を活用して社会と科学の発展に貢献できる人材 

地球科学科：自然科学の様々な分野の知識をもとに地学現象について研究する能力を修得し、地球

科学に関連した課題の解決に寄与できる人材  
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卒業認定・学位授与の方針（ディグリー・ポリシー） 

理学部は、先に掲げた人材を養成するため、所定の期間在学し、以下に掲げる力を身につけ、所定

の単位を修得した学生に学位を授与します。 

 

修得できる力：実践力・探究力・コミュニケーション力・専門力・教養力 

 

 

【実践力】自ら進んで、課題解決に挑む実践力 

課題と向き合い、国際的な舞台で、科学的な知識と考え方で解決に向けて行動することができる。 

 

【探究力】自ら問うて、課題を見出す探究力 

多角的な視点で対象を把握し、論理的思考により課題を明らかにすることができる。 

 

【コミュニケーション力】語り聴くことを通して、差異から学ぶコミュニケーション力 

科学的な考え方で論理的な説明ができ、他者との議論を通して物事を理解し自らを高めることができる。 

 

【専門力】基礎的かつ体系的な専門力 

各学科それぞれの専門分野を学ぶことによって、様々な自然現象の背後にある普遍的な法則や原理を

理解するとともに、修得した知識や技能を体系的に組み立て、様々な問題を発見し、その解決に意欲的

に取り組むことができる。 
 

【教養力】自然や社会に関心を持ち、学びを習慣化する力（教養力） 

自然や社会のさまざまな事象に好奇心を持ち主体的に学び続けることができる。  
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディグリー・ポリシー）で掲げた力を修得した人材を養成するため、

理学部として以下の方針及び考え方に基づき、教育課程を編成し、実践します。 
 

教育の実施方針 

持続可能社会の実践に向けて学生が主体的に学び成長し続ける能力を育成する教育を実施します。 

 

教育内容の考え方 

主体的・対話的で深い学びの視点から、「教員が何を教えたか」から「学生が何をできるようにな

ったか」を重視して、以下の教育内容を提供します。 

  

【共通教育】 

全ての学生に共通して求められる汎用的技能の育成を目指し、他の学生と学び合う、共に育ち共に

創る実践的な活動を提供します。 

自身の考えと異なる人との対話や協働を進めるために必要な知識や技能を身につけるカリキュラ

ムを提供します。 

【専門教育】 

専門領域の内容を体系的に提供することによる深い理解と、異なる専門領域の知識を統合したり、

創造したりすることができる機会を提供します。 

 専門科目においては、専門分野の知識や技能を初年次から体系的に修得します。さらに、修得した

専門知識を自ら実践・確認し、より深く理解できるようにするための演習や実験、課題研究に取組み、

社会の要請に応える自然科学の専門知識と課題発見・問題解決の実践的な能力を身につけます。また、

専門基礎科目や理学部共通科目などにおいては、異なる専門領域にまたがる統合的、学際的な知識や

技能を身につける機会も提供します。 

【言語教育】 

グローバル社会を生きるうえで必要とされる語学力を伸ばす教育を提供します。 

聞く、読む、話す、書くを統合した総合力を伸ばすために必要な英語を、異文化理解の科目群を通

じて言語を学ぶ初修外国語を、留学生には日本語を、それぞれ学ぶ機会を提供します。専門教育にお

いても、専門分野の学びや研究活動を、英語を用いて実践する機会を提供します。 

 

 

 

 

 

 

- 15 -



 

 

教育方法の考え方 

前述の教育内容を以下の方法で提供します。 

 

① 理学部では、各学科とも専門分野を体系的に学ぶため４年間の一貫した教育コースを設定してい

ます。また、各学科の開講科目を中心に履修し高い専門性を習得するための「専門力プログラム」

の他に、科学の最先端で活躍できる研究者・技術者・教育者を目指すための「フロンティアプログ

ラム」（フロンティアコース、フロンティアサイエンティスト特別コース）、学科横断的に学際領域

を幅広く学び新しい研究分野で活躍することを目指す「学際プログラム」（理学系数理•データサイ

エンスコース、複合領域科学コース）を加えた３プログラムを設定し、学修者は個々の志望に合わ

せた主体的な学びでディグリー・ポリシーに掲げる学士力を身につけていきます。 

② 各学科の履修プログラムで定められた卒業要件を満たすように、1 年次から 4 年次までの必修

科目・選択必修科目・選択科目を履修することにより、各学科の専門分野の知識や技能・考え方を

修得します。専門分野の教育では、講義に加え、演習・実験・実習・ゼミナールなどの少人数教育

の利点を生かした実践的な授業も多数設定されており、専門科目で修得した知識を自ら実践・確認

し、より深く理解できるような教育内容となっています。 

③ 学部教育の集大成として４年次で履修する「課題研究」は、配属された研究室において個々の課

題の研究やゼミナールを中心とした密度の濃い専門教育を通して、先端的な研究を自ら実施するこ

とで、社会の要請に応える自然科学の専門知識と課題発見・問題解決の実践的な能力を獲得できる

内容になっています。なお、理学部では、卒業要件単位の他に、「課題研究」を履修するために必

要な単位数を設定しています。これは汎用性のある専門知識と論理的な知識の体系化ができてこそ、

専門分野における未知の課題に挑戦できるからです。 

 

学修評価の考え方 

授業科目の成績評価については、その基準・方法を予め明示し、それらに基づいて学修成果を評価

します。 

 

正課外教育の考え方 

学生が授業での学びを越えて自らの成長を実感できる正課外の活動を推奨します。 
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理学部 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

理学部は、以下に掲げた力を身につけた人材を求めます。 

求める人材像 

岡山大学の求める人材像である「先人の築いた知から課題に迫る実践力、課題と自らの考えを結び

つける探究力、自らの課題や構想を分かり易く表現できる力、自然や社会に関する基礎的な知識と語

学力、学びそのものへの興味を持ち工夫できる力を身につけている人材」を基本として、次のような

学生を求めています。 

１．自然科学の基礎を学び、その知識や能力を社会で活かしたいと考える人 

２．自然現象を原理や法則から理解したいと考える人 

３．真理探究への情熱をもっている人 

求める力 

岡山大学及び理学部が掲げる「教育目標における５つの力」を達成しうる資質として、次の力を求

めます。 

【実践力】 

身につけた科学的な知識と考え方から課題解決に向け行動する力 

【探究力】 

自然科学の探究に情熱を持ち、課題に対する自らの考えを導き出す力 

【コミュニケーション力】 

自らの考えを科学的に分かり易く表現し議論を深める力 

【専門力】 

自然科学の専門分野の学びに必要な数学・理科・英語に関する基礎的な学力 

【教養力】 

自然や社会に関心を持ち主体的に学ぶ力 

理学部の選抜方針 

各学科それぞれで、専門分野に応じた力を発揮できる人材の選抜を目指します。さらに、幅広く多

様な人材を確保するため、複数の試験及び日程の入試を実施します。 

理学部の選抜方法 

学力検査、面接、書類審査などによる試験のいずれかを、あるいは組み合わせて行い、本学での学

修に足る学力と適性を測ります。 

選抜方針・各選抜方法の具体的な考え方 

各学科のアドミッション・ポリシーを参照ください。 

入学者選抜と、学力の３要素との関係 

各学科のアドミッション・ポリシーを参照ください。 

入学前に学習しておくことが期待される内容 

各学科のアドミッション・ポリシーを参照ください。 
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